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要 約
本 稿 は、 ま ず 財 務 諸 表 デー タ を 記 述 す るた め に 利 用 さ れる ＸＢＲＬの 歴史 や 技 術 的 な 背景 を 解 説 し、 現 在

の ＥＤｌＮＥＴ 等 の 電 子開 示 シス テ ム に 対 す るＸＢＲＬの 遭 用 可 能 性 に つ い て 検 討 す る。 ＸＢＲＬで は、 デー タ の

記 述 と 表 示 方 法 を 分 離 して 記 述 す る こ と に よ り、 柔 軟 な 構 造 を も つ こ と がで き る よ う に な っ た。 こ の よ

う な 特 徴 を 使 え ぱ、 既 存 の 電 子 開 示 シ ス テ ム の も つ 多 く の 問 題点 が 解消 する こ と を 示 し、 さ ら に、 こ の

ＸＢＲＬに よ っ て ど の よう に 拡 張 す る こ と がで き る か、 電 子 開 示 シス テ ム の 将 来 に向 けた 展 望 に つ いて 議 論

す る
。
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１． は じめ に

電 子 開 示 シ ス テ ム の 構 築 が、 わ が 国 の 国 家 戦 略

の 一 環 と して 打 ち 出 さ れた の は、 お そ らく 経 済 対

策 閣 僚 会 議 が１９９９年１１月 に 公 表 した 『経 済 新 生 対

策』 か ら で あ ろ う。 さ ら に 同 年１２月 に、 当 時 の 小

渕 内 閣 は 『ミ レニ ア ム ・ プロ ジェ ク ト （新 し い 千

年 紀 プ ロ ジ ェ ク ト） に つ い て』 を 内 閣 総 理 大 臣 決

定 し、 ２００３年 度 を 目 処 に 国 の 申 請 ・ 届 出 等 手 続 の

電 子 化 の 先 導 的 取 り 組 み と し て、 「有 価 証 券 報 告

書等の提出・縦覧手続等」や「国税の申告手続等」

に つ い て、 イ ン タ ー ヰ ッ ト等 の ネ ッ ト ワ ーク を 利

用 し て、 オ ン ライ ン 申 請 ・ 届 出 が可 能 と なる よう

な シ ス テ ム の 実用 化 を 図 る こ と が 打 ち 出 さ れ た。

そ の 後、 森 内 閣 は 「ｅ－Ｊａｐａｎ 構 想」 を 公 表 し、 「ＩＴ

基 本 法」、 「行 政 手 続 オ ン ラ イ ン化 関 係 ３ 法」 な ど

が 次々 と 施 行 さ れ、 今 日 に 至 っ て い る。

こ の よ う な 一 連 の 改 革 に 後 押 し さ れ た 形 で、

１９９７年 よ り 旧 大 蔵 省 の 企 業 財 務 課長 が 開 催 する 電

子 開 示 研 究 会 に よ っ て 検 討 が 進め ら れ て き た 電 子

開 示 シ ス テ ム ＥＤＩＮ－ＥＴ （Ｅ１ｅｃｔｒｏｎｉｃ Ｄｉｓｃ１ｏｓｕｒｅ ｏｆ

Ｉｎｖｅｓｔｏｒｓ
’

ＮＥＴｗｏｒｋ） が、 ２００１年 ６ 月 よ り 試 験

運 用 を 始 め、２００４年 ６月 よ り 本 格 運 用 が始 ま っ た。

こ れ に よ り、 従 来 の 紙 べ 一 ス で行 わ れ て い た 有 価

証券報告書等の開示書類の提出と公衆縦覧等の一

連 の 手 続 が、 す べ て 電 子 化 さ れる こ と に なる。 し

か し な が ら 現 段 階 で の ＥＤＩＮＥＴ は デ ー タ の ２ 次

利 用 が ほ と ん ど考 慮 さ れて お らず、 蓄 積 さ れ た デ

ー タ を 利 用 す る た め に は 従 来 どお り 多 く の 時 問 と

労 力 が 必 要 と な っ て い る。 単 に デー タ を 電子 化 し

た だ け で は、 企 業 の 財 務 情 報 を 有 効 活 用 す る こ と

が で き な い こ と を 皮 肉 に も 実 証 す る 結 果と なっ て

し ま っ た。

こ の よ う な 状 況 に 対 し、 現 在 注 目 を 浴 びて い る

の が
、

ＸＢＲＬ （ｅＸｔｅｎｓｉｂ１ｅ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｒｅｐｏ 比 ｎｇ Ｌａｎ－

ｇｕａｇｅ） と い う 財 務 報 告 用 言 語 で あ る１）
。 ＸＢＲＬ
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● 現 代 ディ ス ク ロ ー ジャ ー 研 究 ● ２００４ 年 ９月 Ｎｏ．５

は、 企 業 の 財 務 諸 表 を 記 述 す る た め の ＸＭＬ べ 一

ス の タ グ付 け 言 語 で あ り、 世 界 各 国 に お け る 電 子

開示、 与 信 管 理、 税 務 申 告 な どの シ ス テ ム に 採 用

さ れ る べ く 、 ＸＢＲＬ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａユ，
Ｉｎｃ．

を 中 心 に、

国 際 会 計 基 準 審 議 会 （ＩＡＳＢ：Ｉｎｔｅｍａせｏｎａユ Ａｃ－

ｃｏｕｎｔｉｎｇ Ｓｔａｎｄ肌ｄ Ｂｏａｒｄ） や 各 国 の ＸＢＲＬ 組 織

によ る 国 際 的 な 協力 体 制 の も と で、 精 力 的 に 開 発

が 進 め ら れ て い る。

本稿 で は、 ま ず 財 務 諸 表 デ ー タ を 記 述 す る た め

に利 用 さ れる ＸＢＲＬ の 歴 史 や 技 術 的 な 背 景 を 解 説

し、 現 在 の ＥＤＩＮＥＴ 等 の 電 子 開 示 シ ス テ ム に 対

す る ＸＢＲＬの 適用 可 能 性 に つ い て 検 討 す る。 さ ら

に 既 存 の 電子 開 示 シス テ ム が こ の ＸＢＲＬ に よ っ て

どの よ う に拡 張 する こ と が で き る か を 示 し、 最 後

に 電 子 開示 シス テム の 将 来 に 向 け た 展 望 に つ い て

議 論す る こ と に し た い。

２． ＸＢＲＬと は 何 か

ＸＢＲＬ は、 ナ イ ト ・ ベ イ ル ＆ グ レ ゴ リ ー 会 計 事

務 所 の 情 報 技 術 グ ルー プ の マ ネ ジ ャ ー を し て い た

公 認 会 計 士 チ ャ ー ル ズ ・ ホ フ マ ン 氏 が、 Ｘ ＭＬ

（ｅＸｔｅｎｓｉｂ１ｅ Ｍａｒｋｕｐ Ｌａｎｇｕａｇｅ） 技 術 を 財 務 報 告

に 応 用 で き な い かと 思 いつ い た の が き っ か け で 開

発 さ れ た も の で あ る。 ＡＩＣＰＡ の ハ イ テ ク ・ タ ス

ク フ ォ ー ス に よ っ て、 最 初 の プ ロ ト タ イ プ で あ る

ＸＦＲＭＬ （ｅＸｔｅｎｓｉｂ１ｅ Ｆｉｎａｎｃｉａ１ Ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ Ｍａｒｋ－

ｕｐ Ｌａｎｇｕａｇｅ） が１９９９年 ６ 月 初 旬 に 完 成 し、 そ の

後、 ２０００年 ４月 に ＸＢＲＬと 名 前 を 変 え、 国 際 的 な

協 力 体 制 の も と で 開 発 が な さ れ て い る （ＸＢＲＬ

Ｊａｐａｎ
，ｐ，

２５）。

ＸＢＲＬ は、 ＸＭＬ 技 術 を 基 礎 と し た タ グ 付 け 言

語 （マ ー ク ア ッ プ言 語 と も 言う） で あ る。 括 弧 （＜

と ＞） で 文 字 列 を 括 っ た も の を 「タ グ」 と 呼 び、

開 始 タ グ と 終 了 タ グ の 問 に 数 字 を 埋 め 込 む こ と

で、 数 字 に 意 味を 持 た せ る よ う に なっ て い る。 た

と え ば「現 金１００万 円」と いう 事 実 を 示 す た め に は、

以 下 のよ う に 記 述 す れ ば よ い。

＜ 現 金 ＞１００００００＜ ／ 現 金 ＞

最 初 の 「＜ 現 金 ＞」 が 開 始 タ グ、 最 後 の 「＜ ／

現 金 ＞」 が 終 了 タ グ、 そ の 間 に１００００００と い う 数

字 を 埋 め 込 む こ と で、 「現 金１００万 円」 と い う こ と

を 示 す こ と が で き る。 ＸＢＲＬ は、 Ｘ ＭＬ Ｓｃｈｅｍａ

や ＸＬｉｎｋ と いっ た 最 先 端 の 技 術 を ふ ん だ ん に 利 用

して お り、 そ の 体系 を ひ と こ と で 説 明 す る こ と は

難 しい。 し か し な が ら ＸＢＲＬ の 有用 性 を 理 解 す る

に は、 「ＸＢＲＬ仕 様」 「タ ク ソ ノ ミ ー」 「イ ン ス タ

ンス」 と い う ３ つ の 基 本 要 素 に つ い て の 理 解 が 最

低 限必 要 と なる。

ＸＢＲＬは、 会 計 基 準 に 基 づ く 財 務 報 告 の 電 子 的

な 雛 型 を 作 る ため の 仕 様 を 定 め た も の で あ る。 国

や 地 域 が異 な れ ば 会 計 基 準 も 異 な る た め、 雛 型 も

別 々 に 用 意 し な け れ ば な ら な い。 し か し な が ら、

どの よ う な ルー ル に 基 づ い て 雛 型 を 作 る か と い っ

た 部 分 に つ い て は、 共 通 化 で き る は ず で あ る。 こ

の ル ー ル を 定 め た も の が 「ＸＢＲＬ仕 様」 （ＸＢＲＬ

Ｓｐｅｃ血ｃａｔｉｏｎ） で あ る。 具 体 的 に は、 勘 定 科 目 を

識 別 す る た め の 要 素名 は ど の よう な 規 則 で 命 名 す

れ ばよ い の か、 勘 定科 目 の 階層 構 造 は どの よ う に

定 義 す れ ばよ い の か、 勘 定 科 目 の 表 示 順 は どの よ

う に 定 義 す れ ばよ い の か、 勘 定 科 目 の 集 計 方 法 を

どの よ う に 定義 す れ ば よ い の か、 勘 定 科 目 の 財 務

諸 表 上 の 表示 名 称 を ど のよ う に 定 義 し た ら よ い の

か、 勘 定 科 目 に 関 連す る 会 計 基 準 な どの 参 照 情 報

を どの よ う に 定義 し た ら よ い の か、 と い っ た 事 柄

に つ い て 事細 か に 仕 様 が 決 め ら れて いる （ＸＢＲＬ

ＯＲ Ｇ
，

２００１）。

続 い て、 こ の 仕 様 に基 づ き 国 や 地 域 別 の 会 計 基

準 に 則 して、 電 子 的 な雛 型 を作 り 上 げ る こ と が 必

要 と な る。 こ の 電 子 的 な 雛 型 が 「タ ク ソ ノ ミ ー」

（ｔａＸｏｎｏｍｙ） で あ る。 財 務 諸 表 の 形 式 で勘 定 科 目

＿ ２ ＿



ＸＢＲＬに よる 電 子 開 示 シス テ ム の 拡 張 （坂 上）

が 適当 な 配列 で 並 ん で い て、 数 字 の 部 分 だ け が ブ

ラ ンク に なっ て いる も の を 想 像 して ほ しい。 そ こ

に 数 字 を 埋 め 込め ば、 財 務 諸 表 が 完 成 す る と い う

も の と 考 え れ ば、 理解 しや す い だ ろう。 こ の 雛 型

を 作 る た め に、 ＸＢＲＬ で は 前 述 した 仕 様 書 に 従 っ

て、 （１） 財 務 諸 表 に 記 載 さ れ る 勘 定 科 目、 （２）

勘 定 科 目 の 階層 構 造 に 関 す る 情 報、 （３） 勘 定 科

目 の 表示 順 に 関 す る 情 報、 （４） 勘 定 科 目 の 集 計

方 法 に 関 す る 情 報、 （５） 勘 定 科 目 の 財 務 諸 表 上

に お け る 表 示 名 称 に 関 す る 情 報、 （６） 勘 定 科 目

に 関 連 す る 会 計 基 準 な どの 参 照 情 報、 と い う ６ 種

類 の 情 報 に つ い て 定 義 し て い く。

こ れ ら の 情 報 は、 具 体 的 に は ６ 種 類 の フ ァ イ ル

に 別 々 に 定 義 さ れ て い く。 最 初 の （１） の 部 分 を

「タ ク ソ ノ ミ ー ・ ス キ ー マ」 （ｔａｘｏｎｏｍｙ ｓｃｈｅｍａ）

と い い、 Ｘ ＭＬ Ｓｃｈｅｍａ と 呼 ば れ る ル ー ル に 基 づ

い て 勘 定 科 目 を 識別 する エ レメ ン ト 名 を 記 述 して

い く２）
。 こ れ は 財 務 諸 表 に 記 載 でき る 勘 定 科 目 の

語 彙 を 集 め た リ ス ト であ る。 別 の 言 い 方 を す る な

ら ば、 タ ク ソ ノ ミ ー ・ ス キ ー マ に 定 義 さ れ て い な

い 勘 定 科 目 を 使う こ と は で き な い。 残 り の （２）

～ （６） の 部 分 は 「リ ン ク ベ ー ス」 （Ｌｉｎｋ Ｂａｓｅ）

と 呼 ば れ、 ＸＬｉｎｋと 呼 ば れる ル ー ル に 基 づい て 各

種 情 報 を 記 述 し て いく。そ れ ぞ れ「定 義（ｄｅ丘ｎｉｔｉｏｎ）

リ ン ク ベ ー ス」 「表 示 （ｐｒｅＳｅｎｔａｔｉｏｎ） リ ン ク ベ ー

ス」「計 算 （ｃａユｃｕ１ａｔｉｏｎ） リ ン ク ベ ー ス」「名 称 （１ａｂｅ１）

リ ン ク ベ ー ス」 「参 照 （ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ） リ ン ク ベ ー ス」

と 呼 ば れ、 タ ク ソ ノ ミ ー ・ ス キ ー マ に 対 し て さ ま

ざま な 情 報 を 付 加 す る 役 割 を 果 た して いる。 こ れ

ら の 対 応 関 係 は、 図 １ の よ う に 示 さ れる。

こ の よ う に 電 子 的 な 雛 型 で あ る タ ク ソ ノ ミ ー

は、 １ つ の ス キ ー マ と ５ つ の リ ン ク ベ ー ス か ら 構

成 さ れ て い る が、 そ の 全 体 的 な 関 係 を 直 感 的 に 把

握 す る こ と は 難 し い。 しか しな が ら、 勘 定 科 目 そ

れ 自 体 の 定 義 （タ ク ソ ノ ミ ー ・ ス キ ー マ） と、 そ

れ に付 随 す る 様々 な 情 報 （リ ン ク ベ ー ス） を こ の

よ う に 分 離 する こ と は、 後 述 す る よ う に 「デ ー タ

の 記 述 と 表示 の 分 離」 と いう 原 則 に 基 づ く も の で

あ り、 結 果 と し て多 く のメ リ ッ ト を も た ら す こ と

に な っ て い る。

電 子 的 な 雛 型 であ る タ ク ソノ ミ ー が 作 成 さ れ れ

ば、 そ の 雛 型 に 数字 を 埋 め 込 ん で い け ば 財 務 諸 表

が 完 成 す る。こ の 完 成 し た 電 子 的 な 財 務 諸 表 が「イ

ン ス タ ン ス」 （ｉｎＳｔａｎＣｅ） と 呼 ば れ る も の で あ る。

実 際 の 財 務 諸 表 は、 勘 定 科 目 と そ れに 対 応 す る 数

字 が、 各 勘 定 科 目 の 階 層 構 造 が 明 瞭 に 分 か る よ う

タク ソ ノ ミ ース キ ー マ に 定 義さ れ て い る

勘 定 科 目 に 対 して、 リ ン ク ベー ス に 定 義

さ れ て い る 様々 な 情 報 が 付加 さ れ る

タ ク ソノ ミー ス キ ー マ

（勘 定 科 目の リ ス ト）

定 義 リ ン ク ベ ース

（勘定科目の階眉構造）

表 示 リ ン ク ベー ス

（勘定科目の表示順序）

計 算 リ ンク ベー ス

（勘定科目の集計方法）

名 称 リ ンク ベ ー ス

（勘定科目の表示名称）

参 照 リ ンク ベ ー ス

（勘 定 科目 の 参 照 文 献）

図１ ＸＢＲＬ タ ク ソ ノ ミ ー の 構 造
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仕様害に基づい

て維型を作る

数字を埋

め込む

→

財務 諸表

貸借対照表

（資産の部）

流動資産 （

固定資産 （

（負管の部）

流動負情 （

固定負情 （

（資本の部）

［＞

財務諸表

貨借対照表

（資産の部）

流動貫産 （１２３，０００）

固定貫産 （２３４
，
０００）

（負情の部）

流 動 負。情 （ ５４，０００）

固定負情 （２１０，０００）

（資本の部）

（基本ルール） （量子的な雛型） （完成した財務諸表）

ＸＢＲＬ仕様書 タクソノ ミー インスタンス文書

図 ２ ＸＢＲＬ の 仕 様 書 ・ タ ク ソ ノ ミ ー ・ イ ン ス タ ン ス の 関 係

に、 整 然 と 分 類 さ れ て 並 ん で い る。 日 本 の タ ク ソ

ノ ミ ー に 従 っ て 作 成 さ れ たイ ンス タ ンス の 場 合、

勘 定 科 目 と 数 字 が 並 ん で い る と い う 点 につ い て は

同 じ で あ る が、 勘 定 科 目 の 階 層 構 造 を 示 す も の は

な く、 す べ て の 勘 定 科 目 は フ ラ ッ ト に 記 述 さ れ て

い る 点 が 大 き く 異 な っ て い る。 な ぜ こ の よう に な

っ て い る か と い う と、 勘 定科 目 の 階層 構 造 等 の 情

報 に つ い て は、 タ ク ソ ノ ミ ー（よ り 正 確 に 言 え ば、

各 種 リ ン ク ベ ー ス） の 中 に 記 述 さ れ て い る の で、

イ ン ス タ ンス の 中 に記 述 す る 必 要 が な い か ら で あ

る
。

こ の よ う に 実 際 のイ ンス タ ンス の 中 身 は、 タ ク

ソ ノ ミ ー で 定 義さ れ た タ グ と 数 字 の 羅 列 で あ り、

こ れを 見 て 財 務 諸 表 を 想 起 す る こ と は 人 問 に と っ

て は 難 し い。 し か し な が ら、 コ ン ピ ュ ー タ に と っ

て は 「意 味 の ある 数 字」 と し て 映 る た め、 格 段 に

財 務 デー タ の ２ 次 利用 が し や く な る の で あ る。

以 上 の よ う に、 ＸＢＲＬ の 仕 様、 タ ク ソ ノ ミ ー、

イ ン ス タ ン ス と い う 基 本 要 素 を 簡 単 に 説 明 し た

が、 こ れ ら の 関 係 は、 図 ２ の よ う に 示 す こ と が で

き る。

３． データの記 述と表示方法の分離

図 ３ は、 実 際 の 貸 借 対 照 表 の イ ンス タ ンス の 冒

頭 部 分 で、 エ ン ド ユ ー ザ ー ツ ー ル （Ｉｎｔｅｒｎｅｔ

Ｅｘｐ１ｏｒｅｒや Ｎｅｔｓｃａｐｅ な ど の ブ ラ ウ ザ ー） に 読 み

込 ま せ て 表 示 した も の で あ る。

こ の リ ス ト を よく 見 れ ば 分 かる が、 ＸＢＲＬの イ

ン ス タ ン ス に は、 勘 定 科 目 の 階層 構 造 は 記 述 さ れ

て い な い。 た と え ば、 上 記 リ ス ト の 「資 産 合 計」

の 部 分 を 取 り 出 して み る と、以 下 の と お り で あ る。
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図 ３ ＸＢＲＬ の イ ンス タ ン ス
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ＸＢＲＬに よる 電 子 開 示 シス テ ム の 拡 張 （坂 上）

くｊｐ－ｂｓ＝Ａｓｓｅｔｓ ｎｕ ｍｅｒｉｃ Ｃｏｎｔｅｘｔ＝
‘‘
ｃ１

”
＞

８５９２８２３００００００く／ｊｐ－ｂｓ＝Ａｓｓｅｔｓ＞

こ こ に は、 次 の よう な 情 報 が 記 述 さ れ て い る こ

と が 分 かる。

・「資 産」 タ グ の エ レ メ ン ト 名 は、 ｊｐ－ｂｓ：Ａｓｓｅｔｓ

で あ る。

・ こ の タ グ は、 数 値 デ ー タ で あ る こ と を 示 す 属

性 （ｎｕｍｅｒｉｃＣｏｎｔｅｘｔ） が 設 定 さ れ、 属 性 値 と

し て 「ｃ１」 （ＸＢＲＬ 仕 様 に お い て は 貨 幣 を 示 す）

が 設 定 さ れ て い る。

・ こ の タ グ の 値 は、 「８５９２８２３００００００」 で あ る。

他 の 項 目 も 基 本 的 に 同 じ で あ り、 こ の よう な 形

式 で 財 務 諸 表 項 目 の タ グ が単 に 羅列 し て い る だ け

で あ る。

ＸＢＲＬの 技 術 的 な 基 礎 と なっ て い るＸＭＬで は、

デ ー タ に 階 層 構 造 を 持 た せ る よ う に 記 述 す る こ と

が 可 能 で あ る。 た と え ば 「資産」 は、 「流 動 資 産」

と 「固 定 資 産」 と に 分 類 さ れる が、 こ れ は 以 下 の

よ う な 形 で 階 層 構 造 を 記 述 す る こ と が で きる。

＜ 資 産 ＞

＜ 流 動 資 産 ＞ ＜ ／ 流 動 資 産 ＞

＜固定資産＞＜／流動資産＞

＜／資産＞

し か し な が ら、 日 本 の ＸＢＲＬイ ンス タ ンス で は

上 記 の よ う な 記 述 の 仕 方 を して い な い。 実 際 のイ

ンス タ ン ス に お い て、 各 勘 定 科 目 は、 概 念 的 に は

以 下 の よ う な 形 式 で 記 述 さ れ て い る。

＜ 資 産 ＞ ＜ ／ 資 産 ＞

＜ 流 動 資 産 ＞ ＜ ／ 流 動 資 産 ＞

’
＜ 固 定 資 産 ＞ ＜ ／ 流 動 資 産 ＞

つ ま り 勘 定 科 目 配 列 は 基 本 的 に フ ラ ッ トに 記 述

さ れ て いる。 タ グ の属 性 の 中 に も、 タ グ の 配 列 に

も、 い ず れ も 階層 構 造 を 示 す も の は 何 も 記 述 さ れ

て い な い。 実 は、 勘 定 科 目 の 階 層 構 造 や 配 列 順 序

な ど は、 こ のイ ンス タ ンス を 作 成 す る た め に 使 わ

れ た タ ク ソ ノ ミ ー の 中 に 記 述 さ れ て お り、 別 フ ァ

イ ル と して 存 在 し て いる。 イ ンス タ ンス で は 参 照

す べ き タ ク ソ ノ ミ ー を 最初 に 指 示 す る の で、 階 層

構 造 そ の 他 の 情 報 は該 当 する タク ソノ ミ ー を 参 照

す る こ と に よ っ て 得 る と い う ア プ ロ ー チ を と る。

こ の よ う な ア プ ロ ー チ に よ っ て、 イ ン ス タ ン ス に

は、 財 務 諸 表 に 記 載さ れる 「勘 定科 目」 と そ の「数

値」 と い っ た 財 務 的 事 実 の み を 記述 す れ ば よ い こ

と に な る。

ＸＢＲＬ の イ ン ス タ ン ス で は、 財 務 デ ー タ を 記 述 ．

す る た め に 階 層 構 造 や 配 列 順 序 を 一 切 記述 し な い

の は な ぜ だろ う か。 そ れ は、 ＸＢＲＬの 設 計 思 想 に

「データの記述と表示方法の分離」 という基本原

則 が あ る か ら で あ る。こ の 原 則 を 適 用 す る な ら ば、

む し ろイ ン ス タ ン ス の 中 に は 表示 方 法 に関 連 す る

情 報 は 記 述 す べ き で は な い。 逆 に 言 え ば、 表示 方

法 に 関 す る 情 報 を 外 部 に 追 い や る こ と に よ っ て、

様々 な 形 式 に デ ー タ を 加 工 した り 表 示 さ せ た り す

る こ と が 容 易 に な っ た わ け で あ る。

こ の よ う な デ ー タ の 記 述 と 表 示 方 法 の 分 離 は、

ＸＢＲＬ の イ ン ス タ ン ス を 「正 規 化 さ れ た ＸＭＬ」

（Ｃａｎｏｎｉｃａユ ＸＭＬ） に 厳 密 に 準 拠 した も の に す る

こ と が で き る と い う 利 点 も あ る。 こ れは 同 じ財 務

的 事 実 を 伝 達 す る も の で あ れ ば、 内 容 的 な 同 」 性

が 確 保 さ れ て い る と い う こ と 意 味 す る。 内 容 的 な

同 一 性 が 確 保 さ れ れ ば、 メ ッ セ ー ジ ダイ ジェ ス ト

関 数 に よ っ て 計 算 さ れ る ハ ッ シ ュ 値 が 同 じ に な

り、 ＸＭＬ 署 名 技 術 の 利 用 が 促 進 さ れ る こ と に な

る ３）
。 こ れ に よ り、 作 成 者 の な り す ま し や イ ン ス

タ ン ス の 改 ざ ん を 簡 単 に 見 破 る こ と が で き る た

め、 財 務 デ ー タ に 信 頼 性 を 付 与 す る こ と が 容 易 と

な る。

＿ ５ ＿
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４． 現在の 電子開示の問題点

現 時 点 に お い て、 さ ま ざま な 形 で 電 子 開示 が 行

な わ れ て い る。 電 子 開 示 は、 集 中 ・ 分 散 と 強 制 ・

任 意 と い う ２ つ の 座 標 軸 に よ っ て 分類 す る こ と が

で き る （坂 上，１９９９）。 こ れ ら の 座 標 軸 に 現 在 の

状 況 を あ て は め て み る と、 図 ４ の よ う に なる。

強 制 ・ 集 中 型 の 電 子 開 示 の 代 表 例 と し て は、

Ｅ ＤＩＮ Ｅ Ｔ （Ｅ１ｅｃｔｒｏｎｉｃ Ｄｉｓｃ１ｏｓｕｒｅ ｆｏｒ Ｉｎｖｅｓｔｏｒｓ
’

ＮＥＴｗｏｒｋ） を 挙 げ る こ と が で き る。ＥＤＩＮＥＴ で は、

コ ン ピ ュ ー タ の 画 面 上 に 紙 べ 一 ス の も の と 同 じく

鯖 麗 に レイ ア ウ ト さ れ た 有 価 証 券 報 告 書 が 表示 さ

れ る。 デ ー タ 形 式 と し て は ＨＴＭＬ を 採 用 し て い

る が、 特 殊 な タ グ やＪａｖａＳｃｒｉｐｔ 等 を 使 用 し て い る

の で、 閲 覧 す る こ と の で き る ブラ ウ ザー が 限 定 さ

れ て い る。 こ の た め、 必 ず し も す べ て の パ ソ コ ン

で 縦 覧 で き る と は 限 ら な い 点 に お い て 問 題 が ある

と 言 え る だ ろ う。

前 述 し た 「デ ー タ の 記 述 と 表示 方 法 の 分 離」 と

い う ＸＢＲＬ の ア プ ロ ー チ と 対 比 して み る と、 現 行

の ＥＤＩＮＥＴ シ ス テ ム は、 根 本 的 な 問 題 を 抱 え て

い る こ と が 理 解 さ れ る。そ れ は ひ と こ と で 言 え ば、

財 務 デ ー タ の 記 述 を 重 視 した シス テ ム で は なく、

も っ ぱ ら 表 示 の 側 面 を 重 視 した シス テ ム で ある と

集中

（強 制 ・集 中 型）
・ ＥＤｌＮＥＴ

・ＴＤ Ｎｅｔ

・ ＥＤＧＡＲ

など

（任 意 ・集 中 型）
・ Ｎ１ＫＫＥｌ＠ｌＲ

・ 野 村 置 券 の 決 算

短信ぺ一ジ
・ ＥＤＧＡＲ Ｏｎｌｉｎｅ

など

強制

任意

（強 制 ・ 分 散 型）
・ 白 社 サ イ トで 財

務諸表の公開

が強制された

場合など

（任 意 ・ 分 散 型）
・ 自 社 サ イ トで

自 主 的 に 公 開

さ れ て い るｌＲ

情報

図 ４ 電 子 開 示 の 類 型

分散

いう こ と で あ る。 そ の 結 果、 デ ー タ の ２ 次 利 用 が

困 難 と な っ て お り、 財 務 デ ー タ が 電 子 化 さ れた こ

と の メ リ ッ ト を 享 受 で き な い で い る。 ＥＤＩＮＥＴ

に 限 ら ず、 た と え ば個 々 の 企 業 が 自 主 的 にＰＤＦ

形 式 に よ っ て 財 務 諸 表 を 公 開 して い る 任 意 ・ 分 散

型 の 電 子 開 示 の 場 合 に つ い て も、 こ の 問 題 が あ て

は ま る。

こ の よ う に 「デ ー タ の 表 示 方 法」 を 重 視 した フ

ォ ー マ ッ ト に 共 通 す る 問 題 点 は、 そ こ に 記 述 さ れ

て い る 数 値 と そ れ に 対 応 す る 勘 定 科 目 と の 関 連 が

基 本 的 に と れ て い な い こ と で あ る。 した が っ て い

ず れ の 場 合 に お い て も、 た と え ば 「２００３年 ３ 月 期

決 算 の 上 場 企 業 で、 当 期 純 利 益 が１０億 円 を 超 え る

企 業」 を 探 し 出 そ う と して も、 す べ て の 財 務 デー

タ を 入 手 し、 ひ と つ ひ と つ 目 視 で 確 認 しな け れ ば

な ら な い と い っ た 情 況 と な っ て い る。 当 期 純 利 益

と そ の 数 字 を 関 連 付 け る 情 報 が デー タ の 中 に 存 在

し な い の で、 コ ン ピ ュ ー タ で 一 括 処 理 さ せ る わ け

に ゆ か ず、 人 問 の 側 で 関 連 付 け の 処 理 を しな け れ

ば な ら な い か ら で あ る。

こ の よ う な 処 理 を 妨 げ て い る 原 因 は 他 に も あ

る。 第 １ に は、 デ ー タ の フ ォ ー マ ッ ト が 統 一 さ れ

て い な い こ と で あ る。 あ る 場 合 に は ＨＴＭＬ （テ

キ ス ト 形 式） で 記 述 さ れ、 あ る 場 合 に は ＰＤＦ形

式 で 記 述 さ れ、 ま た あ る 場 合 は、 ワ ー プロ や 表計

算 の 形 式 で 記 述 さ れ て い た り す る。 こ の よ う な デ

ー タ フ ォ ー マ ッ ト の 不 統 一 は、 前 述 の よ う な 処 理

を 妨 げ る 大 き な 要 因 で あ る。 第 ２ に、 表記 の 不 統

一 と い う 問 題 が あ る。 通 常 の 場 合、 単 純 に 「当 期

純 利 益」 と 表 記 さ れ て い る か も し れな い が、 見 た

目 を よ く す る た め に 「当 期 純 利 益」 と い

っ た よ う に 割 付 が な さ れ、 間 に ス ペ ー ス が 挿 入 さ

れ て い る か も し れ な い。 第 ３ に は、 文 字 コ ー ド の

不 統 一 と い う 問 題 が あ る。 日 本 語 の 文 字 コ ー ド体

系 は さ ま ざま な も の が 混 在 して お り、 代 表的 な も

の を あ げ て み る と 「ＪＩＳ」「ＳｈｉｆｔＪＩＳ」「ＥＵＣ」「ＵＴＦ一

＿ ６ ＿



ＸＢＲＬに よ る 電 子開 示 シ ス テ ム の拡 張 （坂 上）

８」な どが あ る。 仮 に そ れ ぞ れの 文 字 コ ー ドで「当

期 純 利 益」 と 表記 さ れ て い て も 同 じ も の と 扱 わ れ

な い た め、前 述 の よ う な 処 理 を お こ な う た め に は、

こ れ ら を 統 一 して お か な け れ ば な ら な い。 こ れ は

現 在 の よ う に デー タ の 表示 方 法 を 重 視 す る と い う

観 点 か ら開 発 さ れ た シス テム で は、 こ れ ら の 点 を

統 一 す る と い っ た 考 え か た が 希 薄 で あ り、 ま た 実

現 が 困 難 と な っ て いる。

こ れ らの 問 題 を解 決 する た め に は、 勘 定 科 目 と

数 値 と の 関 連付 け、 デ ー タ フ ォ ー マ ッ トの 統 一、

表記 の 統 一、 文 字 コー ドの 統 一 と い っ た こ と を 進

め て い か な け れ ば な ら な い が、 最 も 現 実 的 な 解 決

法 は、 財 務 デ ー タ を ＸＢＲＬ に よ っ て 記 述 す る こ と

で あ る。 こ れ によ り、 上 記 の す べ て の 問 題 が 解 決

す る か ら で あ る。 そ れ ど こ ろ か、 ＸＢＲＬは 柔 軟 な

拡 張 可 能 性 を も っ て お り、 電 子 開 示 シ ス テ ム の 更

なる 高 度 な利 用 へ の可 能 性 が開 け て いる の で ある。

５． ＸＢＲＬの拡 張可能性

ＸＢＲＬ は、 技 術 的 に は ＸＭＬ を 採 用 し、 基 本 理

念 と し て デ ー タ の 記 述 と 表 示 方 法 を 分 離 す る と い

う 原則 に 基 づ い て 開 発 さ れ て い る。 こ の 基 礎 技 術

と 設 計 思 想 が、 柔 軟 な 拡 張 を 可 能 に し て い る。

ＸＢＲＬ を 採用 す る こ と に よ っ て、 現 在 の 電 子 開示

シ ス テ ム が ど の よ う に 拡 張 さ れ て い く か に つ い

て、 具 体 的 に 考 え て み よ う。

ま ず ＸＭＬ 技 術 を 採用 した こ と に よ っ て も た ら

さ れ る 拡 張 性 に つ い て 検 討 して み た い。 ＸＭＬ は

テ キ ス ト 形 式 に 統 一 さ れ て い る。 し た が っ て、 プ

ラ ッ ト フ ォ ー ム を 選 ば ず、 さ ま ざ ま な シ ス テ ム に

対 応 す る こ と が で き る。 テ キ ス ト 形 式 と いう と、

記 述 で き る デー タ は 文 字 だ け で ある か と いう と、

そ う で は な い。 ＸＭＬ を 使 っ て 図 形 や 音 声 ま で 記

述 す る こ と が 可 能 と な っ て い る ４）
。

ＸＭＬに は ま た 方 言 が 存 在 しな い。ＨＴＭＬで は、

特 定 の ブラ ウ ザー で し か 使 え な い 独 特 の タ グ やス

ク リ プ ト言 語 が勝 手 に 拡 張 さ れ、 さ ま ざま な 方 言

が 存 在 す る。 た と え ば 現 在 の ＥＤＩＮＥＴ で は、

ＨＴＭＬに よ っ て 財 務 デ ー タ が 記 述 さ れて い る が、

特 殊 な ス ク リ プ ト が 埋 め 込 ま れ て い る た め

Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｅｘｐ１ｏｒｅｒ と い う 特 定 の ブ ラ ウ ザ ー 以 外 で

の 利 用 が極 め て 困 難 な 状 況 と な っ て い る５）
。 し か

し な が ら、 Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｅｘｐ１ｏｒｅｒ が 動 作 し な い プ ラ ッ

ト フ ォ ー ム （た と え ば Ｌｉｎｕｘ な ど Ｕｎｉｘ 系 の シ ス

テ ム） も 存 在 す る た め、 利用 者 の 利 便 性 を 大 き く

損 ね て い る。 こ の 点、 ＸＭＬは タ グ の 使 い 方 な ど

が厳 密 に 決め ら れ て お り、方 言 が存 在 し な い た め、

基 本 的 に プラ ッ ト フ ォ ー ム を 選 ば な い と い う 利 点

が あ る。

ま た Ｘ ＭＬ は、 ＸＳＬＴ （ＸＭＬ Ｔｒａｎｓｆｏｒｍａｔｉｏｎ）

と い う 機 能 を 使っ て、 さ ま ざま な 形 式 に 変 換 す る

こ と が 可 能 と な っ て い る。 ＸＭＬで 記 述 し て お け

ば、 そ れ を 動 的 に ＨＴＭＬ に 変 換 し て Ｗｅｂ ブ ラ ウ

ザー 上 に 表 示 す る こ と も 可 能 と な る。 適 当 に レイ

ア ウ ト し て プ レ ー ン な テ キ ス トと して 書 き 出 した

り、 ＰＤＦ 形 式 に 変 換 す る な ども で き る。 ＴｅＸ と

呼 ば れ る 組 み 版 シ ス テ ム の 形 式 に 変 換 して 印 刷 の

版 下 ま で を 自 動 化 す る こ と す ら 可 能 で あ る。 さ ま

ざ ま な 形 式 に 変 換 可 能 と い う 意 味で も、 大 き な拡

張 性 を 持 っ て い る。

ＸＢＲＬ で は、 勘 定 科 目 を 定 義 す る タ ク ソ ノ ミ ー

に ＸＭＬ Ｓｃｈｅｍａと 呼 ば れ る 技 術 を 採 用 し て い る

こ と は 既 に 述 べ た と お り で あ る が、 こ の ＸＭＬ

Ｓｃｈｅｍａ のｉｍｐｏｒｔ機 能 を 使 う こ と に よ っ て、 外 部

の タ ク ソ ノ ミ ー を 取 り 込 むと い う 動 作 が 可 能 に な

っ て い る。 こ れ に よ り、 自 社 で は よ く 使 う が、 基

本 タ ク ソ ノ ミ ー に は な い と い っ た場 合 に、 自 社用

の タ ク ソ ノ ミ ー を 開 発 し、 そ れ をイ ン ポ ー ト す る

こ と に よ っ て、 簡 単 に 拡 張す る こ と が で き る と い

う 仕 組 み も 備 わ っ て い る。

こ の よ う に、 ＸＢＲＬ が 採 用 し た ＸＭＬ 技 術 は、

＿ ７ ＿
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さ ま ざま な側 面 に お い て 拡 張 性 を 高 め る こ と に 貢

献 し て い る。 そ れ は ＸＭＬ 自 身 の 呼 称、 す な わ ち

「ｅＸｔｅｎｓｉｂ１ｅ Ｍａｒｋｕｐ Ｌａｎ 馴 ａｇｅ」 に 象 徴 さ れ る よ

う に、 ＸＭＬ は 当 初 か ら 「拡 張 可 能 性」 と い う も

の を 重 視 して 策 定 さ れ た 規 格 だ か ら で あ る。 こ れ

を 基 礎 技 術 と し て 採用 し た ＸＢＲＬ も ま た、 そ の 名

前 （ｅＸｔｅｎｓｉｂ１ｅ） の と お り、 拡 張 性 が 極 め て 高 い

も の と な っ て い る。

ＸＢＲＬ の 拡 張 性 を 高 め て い る の は、 単 に ＸＭＬ

を 採 用 して い る か ら だけ で は ない。 デー タ の 記 述

と表示方法の分離という基本的な設計思想に基づ

い て デ ザイ ン さ れ て い る こ と も、 拡 張性 に 大 い に

貢 献 し て い る。

た と え ば ＸＢＲＬ で は、 勘 定 科 目 の 階 層 構 造、 表

示 順序、 集 計 方 法、 表 示 名 称、 参 照 情 報 な どを リ

ンク ベ ース と し て 別々 に 定 義 して い る。 こ れに よ

り、 た と え ば 表 示名 称 に 若 干 の 変 更 を 加 え る と し

ても （たとえば 「現金及び預金」 を 「現金および

預 金」 に す る 等）、 他 の 情 報 に 影 響 を 与 え ず に お

こ な う こ と が でき る。 こ れ は 大 き な 設 計 の 変 更 な

しに、 随時 改 訂 作 業 をお こ なう こ と が で き る こ と

を 意 味 し、 近 年 の よ う に 毎 年 の よう に 大 き な 変 更

が な さ れ る 会 計 基 準 に 迅 速 に対 応 で き る と い う 利

点 を も た ら し て い る。

ま た 表 示 方 法 部 分 を 分離 した こ と で、 正 規 化 さ

れ た ＸＭＬ （Ｃａｎｏｎｉｃａ１ ＸＭ Ｌ） に 準 拠 さ せ る こ と

’が で き る。 既 に 述 べ た と お り、 こ の 正 規 化 さ れ た

ＸＭＬ へ の 準 拠 は、 ＸＭＬ署 名 技 術 を 適 用 す る 際 に

重 要 な 役 割 を 果 た し、 デ ー タ 作 成 者 の 成 り す ま し

や デー タ の 改 ざん を 容 易 に 発 見 で き る よ う にな る

た め、 デー タ に 信 頼 性 を 付 与 す る こ と が 簡 単 に 実

現 でき る こ と に な る。

ま た 表示 方 法 な どの 付 加 情 報 を 分 離 す る と い う

ア プ ロ ー チ を と っ た こ と は、 将 来 に お い て 無 限 の

可 能 性 を も た らす こ と に なっ た。 現 在 拡 張 が 進 め

ら れ て い る の は、 会 計 基準 の バ ー ジ ョ ン 管 理 情 報

に つ い て で あ る。 こ れ は バ ー ジ ョ ニ ン グ （ＶｅｒＳｉｏｎ－

ｉｎｇ） と 呼 ば れる も の で、 会 計 基 準 が 変 更 に な っ

て も、 変 更前 の財 務 諸 表 と 変 更 後 の 財 務 諸 表 と を

比 較 でき る よ う に する た め の 仕 様 で あ る。 こ の 他

に、 他 業 種 な どの 勘 定科 目 の構 成 要 素 が 異 な る 財

務 諸 表 を 比 較 す る た め の マ ッ ピ ン グ （ｍａｐｐｉｎｇ）

な どの 仕 様 も 策 定さ れ てお り、 こ れ ら の 機 能 が 付

加 さ れ る こ と に よ っ て、 財 務 諸 表 の比 較 可 能 性 が

飛 躍 的 に 高 ま る も の と 期 待 さ れて い る。

こ れ ら の 付 加 機 能 を 更 に 援 用 す れ ば、 こ と なる

会計基準体系をもつ他の国の財務諸表との比較も

簡 単 に で き る 仕 組 み を 講 じ る こ と も 可 能 で あ る。

財 務 諸 表 の 比 較 可 能 性 の 向 上 と い う 点 に お い て

も、 ＸＢＲＬ は 大 き な 役 割 を 果 た す こ と が で き る の

で あ る。

こ の 他 に も、 ＸＢＲＬ で は 文 字 コ ー ド と し て

ＵＴＦ－８ （７ つ あ る Ｕｎｉｃｏｄｅ規 格 の う ち の 一 つ） を

採 用 し て い る た め、 ア ル フ ァ ベ ッ ト を 用 い る 欧 米

の 諸 言 語 を は じ め し、 日 本 語 ・ 中 国 語 ・ 韓 国 語 ・

タ イ 語 ・ ア ラ ビ ア 語 等 に 対 応 し て お り、 文 字 コ ー

ドの 不 統 一 と い う 問 題 か ら 開 放 さ れ て い る。 ま た

ＸＢＲＬ で は タ グ の 命 名 規 則 が 定 め ら れ て い る の

で、 勘 定 科 目 の 表記 の 不 統 一 と いう 問 題 も 解消 さ

れ て い る。

６． まとめ と今後の展望

電 子 政 府 の 実 現 を 目 指 して、 さ ま ざま な 領 域 に

お い てイ ン タ ー ネ ッ ト を 活 用 した 情 報 の 収 集 ・ 蓄

積 ・ 開 示 が 進 め ら れ て お り、 こ の よ う な 一 連 の 流

れ の 中 で 有 価 証 券 報 告 書 の 提 出 も、 ２００４年 ６ 月 よ

り ＥＤＩＮＥＴ の 利 用 が 強 制 適 用 さ れ る こ と に な っ

て い る。 ま た 商 法 の 改 正 に よ り、 Ｗｅｂ 上 で の 決

算 公 告 の 開示 が 認 め ら れ た こ と も あ り、 さ ら に 多

く の 企 業 が 自社 の サイ ト で 財 務 情 報 を 開 示 す る よ

う に な っ て い く であ ろ う。

＿ ８ ＿



ＸＢＲ］こよ る 電子 開 示 シ ス テ ムの 拡 張 （坂 上）

しか しな が ら、 現 在 行 わ れ て い る 電 子 開 示 の 状

況 を 見 て み る と、 財 務 デー タ の 「表 示」 の 側 面 に

重 点 が 置 か れ て お り、 「どの よ う に デ ー タ を 記 述

す る か」 と い っ た 視 点 に 欠 け た き ら い が あ る。 こ

の よ う な 視 点 の 欠 如 は、 財 務 デ ー タ の ２ 次 的 な 利

用 を 妨 げる 大 き な 要 因 と なっ て お り、 せ っ か く 財

務 情 報 が電 子 化 さ れ た と し て も、 イ ン タ ー ネ ッ ト

と い う 媒 体 によ っ て 官 庁 へ の 提 出 や、 情 報 の 入 手

と い っ た 利 便 性 は 高ま っ た が、 蓄 積 さ れ た 情 報 の

有 効 的 な 利 用 と いう 面 で は、 ま だ ま だ 改 善 の 余 地

が あ る の も 事 実 で あ る。

財 務 情 報 の ２ 次 利 用 を 妨 げ て い る 要 因 と し て

は、 勘 定 科 目 と 数 値 と の 関 連 性 の 欠 如、 デー タ フ

ォ ー マ ッ ト の 不 統 一、 表 記 の 不 統 一、 文 字 コ ー ド

の 不 統 一 な どが 挙 げ ら れ る。 こ れ らの 問 題 を 一 挙

に 解 決 す る の が ＸＢＲＬ で あ り、 ＸＭＬ 技 術 の 採 用

と、 デ ー タ の 記 述 と 表 現 方 法 の 分離 と いっ た 設 計

思 想 は、 こ れ ら の 問 題 を 解 決 す る だ け で なく、 電

子 開 示 を 様 々 な 形 で 拡 張 す る こ と を 可 能 に し て い

る。 具 体 的 に は、 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム に 依 存 し な い

デ ー タ 形 式 で あ る た め、 今以 上 に多 く の シス テ ム

で 稼 動 す る こ と が可 能 であ る こ と。 さ ま ざま な 形

式 に 簡 単 に 変 換 す る こ と が 可 能 で あ る こ と。 勘 定

科 目 体 系 を 簡 単 に拡 張す る こ と が で き る こ と。 し

か も デ ー タ の 記 述 と 表 示 方 法 を 分 離 し て い る た

め、 部 分 的 な 改 訂作 業 が 簡 単 に で き る よ う に な っ

た こ と。 し た が っ て、 会 計 基 準 の 変 更 と い っ た こ

と に も す ば や く 対 応 が 可 能 で あ る こ と。 ＸＭＬ署

名 技 術 を 適用 す る こ と が 簡 単 に で き る た め、 デー

タ の 信 頼性 を確 保 す る こ と が 可 能 で あ る こ と。 将

来 会 計 基準 の 変 更 が あ っ た 場 合 の 期 間 比 較 や、 国

際 間 の比 較、 他 業 種 同 士 の 比 較 な どに お い て、 比

較 可 能 性 を 高 め る 仕 組 み を 講 じる こ と が でき る こ

と な ど、 等々 数 多 く のメ リ ッ ト がも た ら さ れる こ

と に な る。

現 時 点 に お い て、 電 子 申 告 に お ける 添付 書 類 の

財 務 諸 表 に つ い て は、 国 税 庁 は ＸＢＲＬ 形 式 の デ ー

タ の 採 用 を 決 め て お り、 今 後、 ＸＢＲＬ によ る 財 務

諸表データを作成する企業が爆発的に増えると見

込 ま れて いる６）
。 ま た 東 京 証 券 取 引 所 の 適 時 開 示

シ ス テ ム で あ る ＴＤＮｅｔ （ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｄｂｓ．ｔｄｎｅｔ

ｉｎｆｏ／）で は、 決 算 短 信 の １ 枚 目 の 情 報 につ い て は、

ＸＢＲＬを 利 用 し た シ ス テ ム が 開 発 さ れ て い る。 ま

た ＸＢＲＬ で は、 ＸＳＬＴ の 機 能 を 活 用 す る こ と に よ

っ て 簡 単 に ＨＴＭＬ 形 式 に 変 換 す る こ と が で き る

の で、 決算 公 告 に 利用 す る こ と も 可 能 で あ る。 つ

ま り 財 務 情 報 を ＸＢＲＬ 形 式 の デ ー タ （イ ンス タ ン

ス）で 用 意 す れ ば、 決 算 短 信 に も、 決 算 公 告 に も、

電 子 申 告 に も す べ て に 対 応 す る こ と が、 現 時 点 で

可 能 と な っ て い る の で あ る。 と な る と 期 待 が か か

る の は、 ＥＤＩＮＥＴ に お け る ＸＢＲＬ の 採 用 で あ る７）
。

ＥＤ㎜ＥＴ に お い て、 ＨＴＭＬ 化 さ れ た デ ー タ で

は な く、 ＸＢＲＬ の イ ンス タ ンス が そ の ま ま 蓄 積 さ

れ、 そ れ を 利 用 で き る よ う に な れ ば、 さま ざま な

用 途 に 流 用 が 可 能 と な り、 さ ま ざま な デ ー タ 形 式

で 利 用 が で き、 高 度 な 分析 が可 能 と な り、 経 済 統

計 へ の 応 用 も 可 能 と な る。 こ の よう に な れ ば、 信

頼 性 を 保 ち つ つ 適 時 開示 する （従 来 こ れ ら は ト レ

ー ドオ フ に あ る と 考 え ら れ て い た） こ と も で き る

よ う に な り、 規 制 当 局 ・ 証 券 市 場 関 係 者 は も と よ

り 投 資 家 や 研 究 者 に とっ て も、 よ り 高 度 な 分 析 が

容 易 に でき る よ う な 状 況 が 訪 れ る こ と に な る。

さ ら に 本稿 で は 触 れ て い な い が、 取 引 デー タ に

つ い て もＸＢＲＬ ＧＬと い う 仕 様 が 策 定 さ れ て い る。

も し 仮 に、 シス テ ム ヘ のイ ン プ ッ ト段 階 か ら 財 務

デー タ が ＸＢＲＬ 形 式 で 電 子 化 さ れ て い れ ば、 連 結

決 算 や キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー 計 算 書 の 処 理 の 自 動 化 が

あ る 程 度 可 能 と な り、 監 査 に お い て は と り わ け 分

析 的 手 続 の 適 用 が 格 段 に 容 易 に な る な どの メ リ ッ

ト を も た ら す こ と だ ろ う。 最 終 的 に、 か つ て

Ｓｏｒｔｅｒ（１９６９）が 提 唱 し た「事 象 ア プ ロ ー チ」（ｅｖｅｎｔｓ

ａｐｐｒｏａｃｈ） に よ る 財 務 情 報 開 示 が 実 現 す る こ と
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に なり、 意 思 決 定 有用 性 の た め の 究 極 の 財 務 情 報

開示 シス テム が 実 現 す る こ と に な る。 しか しな が

ら現 実 的 に は、 既 存 の シス テ ム 上 に ＸＢＲＬ形 式 に

よ る 出 力 機 能 を付 加 し て いく 形 で 普 及 が 進 む で あ

ろ う か ら、 ＸＢＲＬ ＧＬ が 直 ち に 取 り 入 れ ら れ る か

は 未 知 数 で あ る。今 後 の 展 開 に 注 目 して い き た い。

《注》

１） ＸＢＲＬ に 関 す る 文 献 は、 ま だ そ れ ほ ど 多 く な い。 ＸＢＲＬ の

意 義 に つ い て は 浮 田・ 羽 藤 （２０００） およ び 浮 田 （２００１） を、

実 践 的 な 課 題 に つ い て は 金 井 （２００１） を
、 電 子 開 示 シス テ

ム に 対 す る 展 望 に つ い て は 斎 藤 （２００１） を、 ビ ジ ネ ス で の

利用 面 につ い て は 淵 田 （２００３） を、 そ れ ぞ れ 参 照 さ れ た い。

技 術 的な 側 面 を 詳 しく 知 り た い 場 合 は、 ＸＢＲＬＪａｐａｎ監 修、

坂上 ・ 白 田 編 （２００３） を 読 ま れる こと を お 勧 め す る。

２） ＸＭＬ Ｓｃｈｅｍａの 詳 細 につ い て は、 た と え ば屋 内 （２００３） を

参 照 さ れ た い。 ま た ＸＭＬ に 関 す る 網 羅 的 な解 説は、 中 山 ・

奥 井 （２００１） お よ び 中 山 他 （２００１） が 詳 し い。

３） メ ッ セ ー ジ ダイ ジ ェ ス ト関 数 と は、 任 意 の 長 さ の 文 字 列 を

イ ン プッ ト し、 ハ ッ シ ュ 値 と 呼 ば れ る 一 定 の 長 さ の 擬 似 乱

数 を 発 生 さ せ る 関 数 で あ る。 一 見 し て 同 じメ ッ セ ー ジ で あ

っ た と し て も
、 １ 文 字 で も 変 更 さ れ て い れ ば、 計算 さ れ る

ハ ッ シ ュ 値 は 異 な っ て しま う。 こ の た め、 文 書 に 改 ざ ん が

あ る か どう か を 確 か め る た め に は、 そ の 文 書 を メ ッ セ ー ジ

ダ イ ジ ェ ス ト 関 数 に イ ン プッ ト し て ハ ッ シ ュ 値 を 計 算 し、

その文書に添付 されていた署名値 から公開鍵を使って 得ら

れ る ハ ッ シ ュ 値 と を 比 較 す れ ばよ い。 も し ハ ッ シ ュ 値 が 異

なっ て い れ ば、 その 文 書 は 改 ざ んさ れ た こ と を意 味 し、 ハッ

シュ 値 が 同 じ であ れ ば 改 ざん さ れ て い ない こ と を 意 味す る。

４） た と え ば、 数 式 を 記 述 す る た め の ＭａｔｈＭＬ （Ｍａｔｈｅｍａｄｃｓ

Ｍａｒｋｕｐ Ｌａｎｇｕａｇｅ）、 ベ ク ト ル デー タ の 画 像 を 記 述 す る た

め の ＳＶＧ （Ｓｃ釦ａｂ１ｅ Ｖｅｃｔｏｒ Ｇｒａｐｈｉｃｓ）、
音 声 を 記 述 す る た

め の ＶｏｉｃｅＸ ＭＬ （Ｖｏｉｃｅ ｅＸｔｅｎｓｉｂ１ｅ Ｍａｒｋｕｐ Ｌａｎｇｕａｇｅ） 等

の よ う に、 ＸＭＬを 利 用 して 様 々 な デー タ 形 式 を 扱 う こ と が

で き る。

５） 現 在 の ＥＤＩＮＥＴ の シ ス テ ム で は
、 Ｉｎｔｅｍｅｔ Ｅｘｐ１ｏｒｅｒ以 外 の

ブラ ウ ザー で は、 ト ッ プペ ー ジ か ら 検 索 画 面 に 行 く こ と が

で き な い。 こ れ は 検 索 画 面 の ＵＲＬ を 直接 入力 す れ ば 解 決 で

き る が、 一 部 の ぺ 一 ジ で は 有 価 証 券 報 告 書 の 目 次 が 表 示 さ

れ な か っ た り 表 示 が 乱 れ る 場 合 が あ る た め、 実 質 的 に は 推

奨 ブ ラ ウ ザー のＩｎｔｅｍｅｔＥｘｐ１ｏｒｅｒで の 利 用 に 限 定 さ れ て い

る と 言 え る だろ う。

６） 電 子 申 告 につ い て は、 国税 庁 の 「電 子 申 告 ・ 納 税 シ ス テ ム」

の Ｗｅｂ ぺ 一 ジ （ｈｔｔｐ：／／ｗ ｗ ｗｅ－ｔａｘ．ｎｔａ．ｇｏｊｐ／） よ り 最 新 の 情

報 を 入 手 さ れ た い。 こ の 他、 各 国 の 事 情 や そ れ を 実 現 す る

た めの 法 整備 に 係 る 問 題 点 に つ い て は、 根 田 ほ か（２００３）を、

ま た 電 子 申 告 に お け る ＸＢＲＬの 役 割 に つ い て は
、 ＸＢＲＬ

Ｊａｐａｎ監 修、 坂 上 ・ 白 田 編 （２００３） 『ＸＢＲＬ に よ る 財 務 諸 表

作 成マ ニ ュア ル』 の 第 ２ 章 を 参 照 さ れ た い。

７） ２００４年 ６ 月２３日 に 公 表 さ れ た 金 融 審 議 会 金 融 分 科 会 第 一 部

会報告の資料４ 『外 国会社等の我が国にお ける開示書類に

係 る 制 度 上 の 整 備 ・ 改 善 に つ い て 一 外 国 会 社 等 に よ る 「英

文 開 示」 一』 に よ れ ば
、 ＥＤＩＮＥＴ の 整 備 ・ 充 実 に 向 け て

ＸＢＲＬを 採用 す る こ と が 表 明 さ れ て い る。 主 と し て 多 言 語

対 応 と い う 側 面 が 評 価 さ れ た 形 で あ る が、 今 後 ど の よ う な

形 で 推 移 し て い く か 注 目 し た い。 な お、 こ の 部 会 報 告 は、

次 の ＵＲＬよ り 入 手 で き る。

ｈｔｔｐ：／／ｗ ｗ ｗ．
ｆｓａ．ｇｏ．ｊｐ／ｓｉｎｇｉ／ｓｉｎｇｉ＿
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＿
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